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宮崎県南部から得られた九州沿岸初記録を含む南方系魚類 7種

中村亮太 1・渡辺隆太 1・大井真人 1・本村浩之 2

The following seven southern species were newly record-
ed from Miyazaki Prefecture, Kyushu, Japan, on the basis of 
collected specimens: Gymnothorax chilospilus Bleeker, 1864, 
Uropterygius sp. sensu Hatooka (2000), Sebastapistes cyanostig-
ma (Bleeker, 1856), Belonepterygion fasciolatum (Ogilby, 1889), 
Apogonichthys ocellatus (Weber, 1913), Callogobius okinawae 
(Snyder, 1908), and Oxyurichthys lonchotus (Jenkins, 1903).  
Three of them, S. cyanostigma, A. ocellatus, and C. okinawae 
also represent the first records of these species from Kyushu.
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 Abstract

宮崎県南部沿岸の海洋気候区分は，暖温帯区から亜熱

帯区への移行帯区であるとされ（村瀬，2020），水中写真

によって宮崎県南部沿岸域の魚類相を調査した村瀬ほか

（2023）は，確認された魚類のうち 7割が熱帯性魚類であ

ることを報告した．このことから，宮崎県南部沿岸域は黒

潮の影響を強く受けた海域であると考えられる．

2023年 10月から 2024年 7月にかけて著者らが行った

採集調査により，熱帯・亜熱帯域を主な分布域とするミ

ナミウツボ Gymnothorax chilospilus Bleeker, 1864，ホシキ

カイウツボ Uropterygius sp. sensu Hatooka (2000)，カスリフ

サカサゴ Sebastapistes cyanostigma (Bleeker, 1856)，トゲタ

ナバタウオ Belonepterygion fasciolatum (Ogilby, 1889)，マト

シボリ Apogonichthys ocellatus (Weber, 1913)，ナメラハゼ

Callogobius okinawae (Snyder, 1908)，およびミナミサルハ

ゼ Oxyurichthys lonchotus (Jenkins, 1903)の 7種が採集され

た．これらは標本に基づく九州沿岸，または宮崎県におけ

る初記録であるため，宮崎県南部の魚類相に関する基礎的

知見の蓄積を目的としてここに報告する．

材料と方法
標本の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位で行った．標

準体長（standard length）は体長または SL，全長（total 

length）は全長または TLとそれぞれ表記した．カスリフ

サカサゴの棘の名称は中坊・甲斐（2013）に，ナメラハゼ

の頭部感覚孔の名称は明仁親王・目黒（1977）にそれぞれ

したがった．標本の作成，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．科と種の掲載順は本村（2024）

にしたがった．本研究に用いた標本は鹿児島大学総合研究

博物館（KAUM）に保管されており，生鮮時の写真は同

館のデータベースに登録されている．本報告で用いた研究

機関略号は KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）と KPM

（神奈川県立生命の星・地球博物館）である．KPMの資料

番号は，同館のデータベース上では 0を含めた 7桁の数字

で表記されるが，本報告では実質的な有効数字で表記した．

ウツボ科 Muraenidae

Gymnothorax chilospilus Bleeker, 1864

ミナミウツボ　（Fig. 1A）

標本　KAUM–I. 191988，全長 193.7 mm，宮崎県串間市

都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0 m，徒手，2023年

11月 15日，大井真人．

同定　本標本は口裂が完全に閉じられること，前上顎
骨板中央部と下顎先端部に鋭い歯があること，主上顎骨歯

が鋭く，前方で 2列，後方で１列をなし，その歯列が鋤骨

の歯列より長いこと，鋤骨歯が主上顎骨歯より小さいこと，

歯の切縁に鋸歯がないこと，背鰭起部が鰓孔上より前方に

位置すること，体前半に不明瞭な横帯があること，臀鰭に

白色縁がないこと，両顎の頭部側線管孔の周囲が白く縁

取られること，眼の後方に明瞭な白色帯がないこと，お

よび背鰭と臀鰭に明瞭な帯がないことなどの特徴が波戸岡
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（2013）の示したミナミウツボの特徴と一致したため，本

種に同定された．

分布　ミナミウツボはインド・太平洋に分布する（波
戸岡，2013）．国内では伊豆諸島（八丈島），小笠原諸島，

南鳥島，相模湾，高知県柏島，鹿児島県薩摩半島，大隅諸

島（硫黄島・種子島・屋久島・口永良部島），奄美群島（奄

美大島・加計呂麻島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖

縄島・伊江島），慶良間諸島（渡嘉敷島）から記録されて

いる（Bryan and Herre, 1903；吉郷・中村，2003; Senou et 

al., 2006；吉郷・中村，2008；渡井ほか，2009；京都大学フィー

ルド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所，2010；波戸岡，

2013; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae 

et al., 2018；日比野，2018; Motomura and Uehara, 2020; Jeo-

ng and Motomura, 2021; Motomura, 2023）．本研究により，

宮崎県から新たに記録された．

採集時の状況　本標本は宮崎県串間市の岩礁性海岸に
おいて，大潮の干潮に伴い干出した岩礁間に堆積した粒径

0.5–2 cmの砂礫を 30 cmほど掘ることで採集された．

備考　ミナミウツボの日本国内における記録は分布の
項に示した通りであり，宮崎県南部産の標本は本種の宮崎

県初記録である．

Fig. 1. Specimens of Gymnothorax chilospilus (A: KAUM–I. 191988, 193.7 mm TL) and Uropterygius sp. (B: KAUM–I. 192335, 
63.4 mm TL; C: KAUM–I. 193962, 281.3 mm TL) collected from Miyazaki Prefecture, Japan.
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Uropterygius sp. sensu Hatooka (2000)

ホシキカイウツボ　（Fig. 1B, C）

標本　KAUM–I. 192335，全長 63.4 mm，宮崎県串間市

都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0 m，手網，2023年

10月 31日，中村亮太；KAUM–I. 193962，全長 281.3 mm，

宮崎県串間市都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0.1 m，

手網，2023年 12月 27日，渡辺隆太．

同定　本標本は吻が膨らむこと，後鼻孔が眼の直上に
開口し，その周辺には頭部側線管孔がないこと，眼が口裂

中央付近に位置すること，下顎感覚管孔数が 6であること，

鰓孔が体側中央よりやや下側にあること，両額歯が 2列で

あること，鋤骨歯が主上顎骨の内側の歯より小さく，その

歯列数が 1で前上顎骨板と連続しないこと，前上顎骨板中

央の最後部の歯が顕著に長いこと，背鰭と臀鰭がいずれも

尾端付近にのみあること，肛門が体の中央付近に位置する

こと，および黒褐色の体色に淡青色から褐色の雪片模様を

もつこと（全長 63.4 mmと小型である KAUM–I. 192335は

体色が一様に灰色）などの特徴が波戸岡（2013）と是枝ほ

か（2020）の示したホシキカイウツボの特徴と一致したた

め，本種に同定された．

分布　ホシキカイウツボは南日本から台湾にかけて分
布し（波戸岡，2013），国内では伊豆諸島，小笠原諸島，

南硫黄島，静岡県富戸，和歌山県，高知県室戸岬，鹿児島県，

大隅諸島（屋久島・口永良部島・竹島），奄美群島（奄美大島・

加計呂麻島），沖縄諸島（沖縄島），八重山諸島（石垣島）

から記録されている（京都大学フィールド科学教育研究

センター瀬戸臨海実験所，2011；波戸岡，2013; Motomura 

and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；古

𣘺ほか，2020；是枝ほか，2020；望月ほか，2022；揖，

2022；是枝・本村，2023）．本研究により，宮崎県から新

たに記録された．

採集時の状況　KAUM–I. 192335は宮崎県串間市の岩礁

性海岸において，大潮の干潮に伴い干出した，岩礁間の幅

約 3 mの範囲に堆積した粒径約 0.5–2 cmの砂礫をスコッ

プで 5 cmほど掘ることで採集された．KAUM–I. 193962

は宮崎県串間市の岩礁性海岸において，水深 0.1 mほどに

ある直径 5–60 cmほどの転石の下から採集された．

備考　ホシキカイウツボの記録は分布の項で示した通
りであり，宮崎県南部産の標本は本種の宮崎県における初

記録である．

Sebastapistes cyanostigma (Bleeker, 1856)

カスリフサカサゴ　（Fig. 2A）

標本　KAUM–I.191985，体長 28.3 mm，宮崎県串間市

都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0.2 m，手網，2023

年 11月 15日，渡辺隆太．

同定　本標本は額棘がないこと，眼下骨系の棘が 1本

であること，涙骨下縁に 4本の棘をもつこと，口蓋骨に歯

があること，胸鰭上半部の軟条が分枝すること，胸鰭基底

付近は皮膚と櫛鱗に被われること，および鰭膜に褐色斑を

もたないことなどの特徴が中坊・甲斐（2013）や本村（2014）

の示したカスリフサカサゴの特徴と一致したため，本種に

同定された．

分布　カスリフサカサゴはインド・西太平洋の熱帯・
亜熱帯域に分布する（本村，2014）．国内では伊豆諸島（八

丈島），小笠原諸島，静岡県，高知県柏島，大隅諸島（屋

久島・口永良部島），奄美群島（奄美大島・喜界島・沖永

良部島・与論島），沖縄諸島（伊江島），大東諸島（南大東

島），慶良間諸島（渡嘉敷島），宮古諸島（伊良部島），八

重山諸島（与那国島）から記録されている（吉郷，2004; 

Senou et al., 2006, 2007；中坊・甲斐，2013；本村，2014; 

Koeda et al., 2016b; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017; Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara 

and Motomura, 2020；田中ほか，2020；本田ほか，2024）．

本研究により，宮崎県から新たに記録された．

採集時の状況　本標本は宮崎県串間市の岩礁性海岸に
おいて，タイドプールの水深 1 mほどに着生したミドリ

イシ類の基部に着底していたところを手網により採集され

た．

備考　カスリフサカサゴの記録は分布の項で示した通
りである．宮崎県南部産の標本は本種の宮崎県における初

記録であるとともに九州沿岸初記録である．

タナバタウオ科 Plesiopidae

Belonepterygion fasciolatum (Ogilby, 1889)

トゲタナバタウオ　（Fig. 2B）

標本　KAUM–I.192811，体長 39.4 mm，KAUM–I.192812，

体長 25.8 mm，宮崎県串間市都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，

水深 0.1 m，徒手，2023年 12月 17日，水野有朝．

同定　本標本は背鰭棘数が 18であること，臀鰭棘数が

10であること（KAUM–I.192811では 11），側線が 3本で，

中央のものは尾柄部まで達すること，背鰭と臀鰭の外縁が

白くふちどられること，前鰓蓋骨に棘がないこと，および

体側に 9–11本の暗色横帯があることなどの特徴が Smith-

Vaniz and Johnson (1990)と林（2013a）の示したトゲタナ

バタウオの特徴と一致したため，本種に同定された．林

（2013a）はトゲタナバタウオの臀鰭棘数を 10としたが，

KAUM–I.192811の臀鰭棘数は 11であった．しかし，その

他の形質は上記の特徴と一致したため，本研究ではこの相

違をトゲタナバタウオの種内変異と判断した．

分布　トゲタナバタウオは東インド洋と西太平洋に分



Ichthy 49 ǀ 2024 ǀ 64

Nakamura et al. — Seven new records of fishes from Miyazaki Prefecture

布する（林，2013a）．国内では伊豆諸島（伊豆大島・八丈

島），相模湾，和歌山県，高知県柏島，愛媛県，鹿児島県

薩摩半島，宇治群島，大隅諸島（種子島・馬毛島・屋久

島・口永良部島），奄美群島（奄美大島・加計呂麻島・与

路島・喜界島・徳之島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島

（沖縄島，伊江島），慶良間諸島（渡嘉敷島），宮古諸島（宮

古島）から記録されている（林，1995；吉郷ほか，2001, 

2005; Senou et al., 2006；渡井ほか，2009；林，2013a；吉田，

2014a; Motomura et al., 2015; Koeda et al., 2016a; Motomura 

and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；藤

原・ 本 村，2019; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and 

Motomura, 2020；和田ほか，2021；萩原，2022; Motomura, 

2023；大西，2024；本田ほか，2024）．本研究により，宮

崎県から新たに記録された．

採集時の状況　本標本は宮崎県串間市の岩礁性海岸に
おいて，夜間に水深 0.1 mほどの水中にある転石下から採

集された．

備考　トゲタナバタウオの記録は分布の項で示した通
りであり，宮崎県南部産の標本は本種の宮崎県における初

記録である．

テンジクダイ科 Apogonidae

Apogonichthys ocellatus (Weber, 1913)

マトシボリ　（Fig. 2C）

標本　KAUM–I. 191793，体長 27.4 mm，KAUM–I. 191794，

体長 20.7 mm，宮崎県串間市都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，

水深 0.2 m，手網，2023年 11月 3日，渡辺隆太；KAUM–I. 

191983，体長 32.7 mm，KAUM–I. 191984，体長 31.3 mm，宮

崎県串間市都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0.2 m，手網，

2023年 11月 15日，中村亮太．

同定　本標本は孔器列を有さないこと，両顎に大きな
犬歯状歯がないこと，前鰓蓋骨縁が平滑であること，第 1

背鰭に 1黒色斑があること，第 1背鰭棘数が 7であること，

臀鰭軟条数が 8であること，および側線鱗が他の体側鱗と

同大であることなどの特徴が林（2013b）の示したマトシ

ボリの特徴と一致したため，本種に同定された．

分布　マトシボリはインド・西太平洋に広く分布する
（吉田，2014b）．国内では伊豆諸島（八丈島），静岡県，大

隅諸島（黒島），奄美群島（奄美大島・徳之島・沖永良部島），

沖縄諸島（沖縄島），慶良間諸島（渡嘉敷島），八重山諸

島（与那国島）から記録されている（渡井ほか，2009；

林，2013b; Koeda et al., 2016b; Mochida and Motomura, 2018; 

Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 2020；吉郷，2021；

出羽ほか，2022；本田ほか，2024）．本研究により，宮崎

県から新たに記録された．

採集時の状況　本標本は宮崎県串間市の岩礁性海岸に
おいて，夜間に水深 0.2 mほどの水中にある転石下から採

集された．

Fig. 2. Specimens of Sebastapistes cyanostigma (A: KAUM–I. 191985, 28.3 mm SL), Belonepterygion fasciolatum (B: KAUM–
I. 192811, 39.4 mm SL), Apogonichthys ocellatus (C: KAUM–I. 191984, 31.3 mm SL), Callogobius okinawae (D: KAUM–I. 
182999, 38.3 mm SL), and Oxyurichthys lonchotus (E: KAUM–I. 197894, 25.8 mm SL) collected from Miyazaki Prefecture, Ja-
pan.
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備考　マトシボリの記録は分布の項で示した通りであ
り，宮崎県南部産の標本は本種の宮崎県における初記録で

あるとともに九州沿岸初記録である．

ハゼ科 Gobiidae

Callogobius okinawae (Snyder, 1908)

ナメラハゼ　（Fig. 2D）

標本　KAUM–I. 182999，体長 38.3 mm，宮崎県串間市

都井，31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0.2 m，手網，2023

年 10月 31日，渡辺隆太；KAUM–I. 192212，体長 19.27 

mm，KAUM–I. 192213，体長 17.5 mm，宮崎県串間市都井，

31°23′12″N, 131°17′45″E，水深 0.2 m，手網，2023年 10月

31日，渡辺隆太．

同定　本標本は孔器列 14と 15がそれぞれ連続しない

こと（ただし KAUM–I. 182999では左側の孔器列 14が連

続），孔器列 16が皮摺上に開孔する短横列孔器からなるこ

と，後眼肩胛管がないこと，主鰓蓋骨に鱗がないこと，前

鰓蓋管があること，胸鰭後端が臀鰭起部に達しないこと，

および第 1背鰭と第 2背鰭が大きく離れることなどの特徴

が明仁・目黒（1975），明仁・目黒，（1977），および明仁

ほか（2013）の示したナメラハゼの特徴と一致したため，

本種に同定された．KAUM–I. 182999は左側の孔器列 14

が連続していたが，その他の形質は上記の特徴と一致した

ため本種の種内変異であると判断した．

分布　ナメラハゼは中央・西太平洋に分布する（鈴木，
2021a）．国内では和歌山県，大隅諸島（竹島・種子島・屋

久島・口永良部島），奄美群島（奄美大島・加計呂麻島・

喜界島・徳之島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖縄島・

伊江島），慶良間諸島（渡嘉敷島），宮古諸島（宮古島・下

地島），八重山諸島（石垣島・西表島・小浜島）から記録

されている（明仁・目黒，1975；林・伊藤，1978；吉郷ほ

か，2005; Senou et al., 2006, 2007；前田・立原，2006；明

仁ほか，2013；吉郷，2014; Motomura and Harazaki, 2017；

木村ほか，2017; Mochida and Motomura, 2018; Nakae et al., 

2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 

2020；平嶋，2021；望月ほか，2022; Motomura, 2023）．本

研究により，宮崎県から新たに記録された．

採集時の状況　本標本は宮崎県串間市の岩礁性海岸に
おいて，夜間に水深 0.2 mほどの水中にある転石下から採

集された．

備考　ナメラハゼの記録は分布の項で示した通りであ
り，宮崎県南部産の標本は本種の宮崎県における初記録で

あるとともに九州沿岸初記録である．

Oxyurichthys lonchotus (Jenkins, 1903)

ミナミサルハゼ　（Fig. 2E）

標本　KAUM–I. 197894，体長 25.8 mm，宮崎県串間市，

水深 0.7 m，手網，2024年 5月 10日，大井真人；KAUM–I. 

199861，体長 58.6 mm，宮崎県串間市，水深 0.7 m，手網，

2024年 7月 7日，中村亮太．

同定　本標本は眼上皮弁がないこと，体側後半が櫛鱗
に被われること，体側背部の被鱗域前端が項部側面に達し

ないこと，および尾鰭の黒色斑が不明瞭であることなどの

特徴が渋川ほか（2017）の示したミナミサルハゼの特徴と

一致したため，本種に同定された．

分布　ミナミサルハゼは西インド洋と太平洋に分布す
る（Pezold and Larson, 2015）．国内では小笠原諸島（父島・

母島），千葉県，神奈川県，静岡県，三重県，和歌山県，

徳島県，高知県，鹿児島県本土，大隅諸島（種子島・屋久島・

口永良部島），奄美群島（奄美大島・徳之島・沖永良部島），

沖縄諸島（沖縄島・久米島），宮古諸島（宮古島・伊良部島），

八重山諸島（石垣島・西表島・与那国島）から記録されて

いる（吉郷，2007；明仁ほか，2013；吉郷，2014；国土交

通省四国地方整備局那賀川河川事務所，2017；山川ほか，

2017，2018；古𣘺ほか，2019；赤池ほか，2021；岡村ほか，

2023）．本研究により，宮崎県から新たに記録された．

採集時の状況　本標本は河川河口の軟泥中から得られ
た．同所は立ち入ると体が腿下付近まで沈み込むような粘

土質の軟泥が，礫混じりの砂の上に約 10–60 cm堆積して

いた．

備考　ミナミサルハゼの記録は分布の項で示した通り
である．村瀬ほか（2019，2021）でミナミサルハゼとされ

た個体（KPM-NI. 50697）は，背鰭に顕著な暗色点列模様

があること，第 1背鰭基部後方に黒色斑があることなどが

渋川ほか（2017）と鈴木（2021b）の示したカマヒレマツ

ゲハゼ Oxyurichthys cornutus McCulloch and Waite, 1918 の

特徴と一致したため，ミナミサルハゼではなくカマヒレマ

ツゲハゼであると考えられる．したがって，宮崎県南部産

の標本は本種の宮崎県初記録である．
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